
90 年代の後半からスクールカウン
セラーを配置したりするなど、数々
の方策を実施してきました。しかし、
学校へ行かない子どもたちの数は増
え続け、90 年代後半からはずっと
10 万人以上を維持しています。こ
うした傾向は他の事象についてもほ
ぼ同様であり、児童生徒数は少なく
なったものの、そしてよりきめの細
かい対策が実施されてきたものの、
問題は増加の一途を辿ってきていま
す。
　そうした事実から、私たちは何を
読みとることができるかというと、
それは実施されてきた対策と子ども
たちのニーズとの齟齬であるように
思います。打ち出されてきた対策は、
大人たちが大人の思惑に沿って対策
を練り実施してきたのであって、子
どもたちのための支援とはなりえて
いないがゆえに、問題は一向に軽減
する気配がないのではないでしょう
か。不登校の子どもたちを減らそう
として相当のエネルギーが傾けられ
てきたにもかかわらず、その努力は
数字を見る限り結果として現れてき
ていないのです。
　私は、子どもたちのニーズと対策
とのズレを冷静に検証し、それを埋

子どもたちのニーズとのズレ

　私たちの国では少子化が課題とし
てたびたび論じられています。具体
的に小中高生の数で見てみると、
1985 年の時点で小中高生の数は
22,263,236 人だったものが、27 年
後の 2012 年には 13,532,907 人と
8,730,329 人も減っています。小さ
な国がひとつ消えてなくなってしま
うほどの著しい減り方です。それに
もかかわらず、この間子どもたちが
直面している問題は増え続けていま
す。たとえば、不登校の小中学生は
1985 年の時点では 31,997 人でし
たが、2012 年度は 112,689 人でし
た。学校内における暴力事件にして
も相当に増加しています。その他に、
いじめも一貫して深刻な問題として
論議されてきましたし、1980 年代
には問題として取り沙汰されること
はなかった発達障害が、今日では大
きな課題として浮上してきています。
　しかし、この 27 年の間に、私た
ちの社会はこれらの問題に対して無
為を決め込んできていたわけではあ
りません。それどころか、様々な対
策を打ち出し実施してきました。例
えば、不登校に関しては、不登校対
応のための教員を加配したり、適応
指導教室を設置したり、さらには
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め合わせようとしない限り、これか
らも隙間は埋まることはなく、子ど
もたちはさまざまな形で彼らの苦悩
を表現し続けていくことでしょう。
もし、山積する問題を真に解決した
いのであれば、これまでとは異なる
枠組みにもとづいて対応策をとらな
くてはならないと思います。

スクールソーシャルワーク：
子どもたちの声に耳を傾ける

　大人たちが大人たちの価値基準や
思い込みにもとづいて、子どもたち
のニーズにそぐわない対応策を実施
することに対する疑問から、私はス
クールソーシャルワークにたどり着
いたのですが、直接的な引き金とな
ったのは 1970 年代後半から増加し
た校内暴力現象でした。当時、学校
の内外で暴力的な行動に走る中学生
たちが多数いて、彼らの行動がたび
たびニュースで取り上げられました。
そこでは、子どもたちを一方的に責
め立てるばかりで、力によって抑え
込んでしまおうとする対応ばかりで
した。そうした状況に触れて、私は
荒れていると言われる子どもたちの
行動の背景には必ず理由があるわけ
だから、非難するだけではなく、ま
ずは彼らの言い分に耳を傾けること
が不可欠だと思っていました。そう
しない限り、問題が解決することは
ないと思ったのです。そんな頃に、
たまたまスクールソーシャルワーク
のことを知り、子どもたちの側に立
って支援するというやり方に触発さ
れて、日本の学校現場にも必要な考

え方であり方法だと思い、アメリカ
で学ぶことにしました。
　勉学を終えて帰国した後に、たま
たま埼玉県の所沢市教育委員会で実
践のチャンスをえて、1986 年から
主として行動上の問題を抱える子ど
もたちと不登校で引きこもり傾向の
ある子どもたち、それに彼らの家族
を支援する活動を始めました。それ
から 30 年近くを経たわけですが、
今でも相変わらず子どもたちの声を
聞き届けようとする気配はありませ
ん。そのような現状に嘆息するばか
りです。課題解決を考えるのならば、
当事者である子どもたちの声にまず
耳を傾けることだという気持ちは今
も同じです。前述した、子どもたち
の数の減少と問題の増加といった現
象が、未だに私が活動を開始した頃
と変わりなく存在しているというこ
とは、非常に哀しいことです。
　そもそも、スクールソーシャルワ
ークとは学校現場にソーシャルワー
クの考えと方法を取り入れた活動で
す。ソーシャルワークとは、社会に
存在する様々な課題解決に取り組む
法律や制度を実効あらしめるために
行動したり、社会に存在するさまざ
まな資源を活用したり、人と人、人
と組織などを結びつけて、人々の生
活の質を高めることを目的とする活
動です。領域としては社会福祉に属
し、厚生労働省が管轄するエリアで
す。その福祉領域の考え方と方法が
教育分野である学校に取り入れられ
るということであり、縦割り行政の
壁の厚さの弊害が論議される社会に
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あっては特異なことだといえます。
　このソーシャルワークでは、人間
尊重を最も重要な価値基盤としてい
ます。大人であれ子どもであれ、男
性であれ女性であれ、あらゆる地位
や属性を越えて、人が等しい存在で
あるという考えが貫かれています。
したがって、スクールソーシャルワ
ークにおいては、子どもたちは一人
の人間として尊重されるということ
が前提となっています。その前提か
ら、子どもの最善の利益や自己決定
などが導き出され、これらのことを
実現するために彼らの言葉に耳を傾
けることは必然といえます。
　また、ひとりひとりの人間が有す
る可能性に焦点を当てることを重視
します。私たちは問題があるととか
く問題にばかり集中し、それをいか
にして取り除こうかと努力をします。
そうすることによって問題解決する
場合もあるでしょうが、問題に執着
することによってかえって深刻化す
るケースが少なくありませんし、問
題をすべて個人に還元し社会的な要
因を不問にしてしまうという限界も
あります。他方、ソーシャルワーク
においては、個々人が持っている顕
在、あるいは潜在的な力に着目し、
それを最大限に発揮できるように支
援し、問題を個々人が自らの力で解
決できるように努めます。したがっ
て、スクールソーシャルワーカーに
は子どもたちが有する可能性をキャ
ッチする鋭敏性が求められるといえ
ます。
　それから、もうひとつ特徴的なの
は問題のとらえ方です。ソーシャル

ワークでは、人と環境との相互影響
を重視します。この場合の環境とは、
家族や友人関係から学校や地域社会
などを含みます。子どもたちはこれ
らの環境と日々交流しながら、お互
いに影響を与え合いながら生きてい
ます。この環境と子どもとの交流が
スムーズになされている場合にはい
いのですが、いろんな条件によって
交流関係が不調になり不適合関係が
生じてしまうことがあります。ソー
シャルワークでは、その不適合状態
を問題としてとらえます。つまり、
誰が悪いとか何が悪いとか決めつけ
るのではなく、お互いの関係が悪い
とするわけです。したがって、問題
解決としては、阻害された関係を適
合状態にもっていくことが目標とさ
れます。そのために個々人の対処力
を高めるという方法をとり、その結
果として本人が自らの力で適合状態
を作り出すことを目指します。しか
し、個々人の力がいくら高められた
としても、力関係に著しい不均衡が
ある場合には適合状態が作り出せな
いというケースがあります。その時
は、環境に働きかけ環境が人のニー
ズに適合できるように調整すること
に力点を置きます。このように人と
環境の双方に働きかけるので、ソー
シャルワーカーは常に視野を広く持
っておく必要があります。この点が、
心理的な葛藤に焦点を当てて個人の
変容によって問題解決を図る心理カ
ウンセラーと違うところです。この
人と環境の相互交流を重視した視点
をエコロジカル・モデルと称します。
　以上、スクールソーシャルワーク
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について非常に簡単に申しあげまし
たが、子どもたちの人としての価値
を尊重し、彼らが持てる可能性を存
分に発揮できるようにする対策は、
これまでには見られなかったもので
あり、子どもたちのニーズと対策の
ズレを多少なりとも埋め合わせるこ
とができる具体策として位置づける
ことができるのではないかと考えて
いる次第です。

導入した背景にも、この連携機能に
着目したところが大きいようです。
人によっては、スクールソーシャル
ワーカーはさまざまな機関との調整
や連携だけをする人だと理解してい
る場合もあったりしますが、ことほ
どさように機関間の連携はソーシャ
ルワークにおいては重要だといえま
す。
　この連携については、いくつか留
意しておくべき事柄があります。ま
ず、何のために他機関と連携するの
かということですが、まずは問題を
抱え込むことによって状況を悪化さ
せることを防止するという意味があ
ります。次に、複雑化した問題は単
独で対応することが難しくチームで
対応する必要があることです。さら
には、多様な人々が関わることによ
って、子どもたちのより豊かなサポ
ートのネットワークを形成すること
ができます。
　連携することには、そうした意義
があるわけですが、実際には他機関
につながることを単に連絡、紹介す
ることだと理解される場合があった
り、連携した相手に問題を丸投げす
るという傾向が見られます。そうし
たやり方は連携と称することはでき
ません。連携するということは、継
続的に協働して問題解決に取り組む
ということでなくてはならないと思
います。組織の対面を保つために問
題を外に持ち出すことを潔しとしな
い隠蔽的な体質が、いじめや体罰の
例などに象徴されるように散見され
ますが、連携の最大の目的は困難に
直面している子どもの安寧を実現す

連携について

　次に、ソーシャルワークでは人と
環境との相互影響を重視することか
ら、子どもたちの周囲に存在する環
境としての資源との関係は活動の重
要な柱のひとつになってきます。孤
立していることが問題を深刻化させ
ることにつながったり、さまざまな
援助資源とつながる機会を持てない
ために問題解決への手がかりを掴め
ないこともあるし、さらには機関同
士の協力関係が問題の解決に大きな
力を発揮することがあります。した
がって、ソーシャルワーカーはこれ
らの機関との連携の実行者としての
役割を担います。文部科学省がスク
ールソーシャルワーカー活用事業を
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ることであるという意識を、学校現
場はもちろんスクールソーシャルワ
ーカーやスクールカウンセラーなど
も明確に保持しておくことが求めら
れると思います。孤立や無縁化が叫
ばれる今日の社会においては、地域
社会の輪を再生するという意味でも
連携の重要性は、いくら強調しても
強調しすぎることはないと思います。
そういった意味でも、学校の中にス
クールソーシャルワーカーがいて連
携業務を主要な職務として実行する
ことの意義は大いにあるといえます。

さいごに

 いじめや不登校、学級崩壊に暴力
行為、さらには発達障害というレッ
テル貼りなど、学校と子どもたちと
の不適合状態を示す現象は、今や学
校生活を享受している子どもたちは
どれほどいるのだろうかと思わせる
ほど広きにわたっています。それら
の問題を解決すべく、これまで指導
や懲戒、治療などの方法によって、
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クの実践活動に従事

ひたすら子どもたちの側の変容を図
ってきました。しかし、そうしたや
り方はさして効果をあげることがで
きなかったといえますし、ソーシャ
ルワークの観点からは公平とはいえ
ません。子どもたちにとって重要な
環境である学校にも焦点を当て、子
どもたちのニーズに適合することが
できるように調整する努力も求めら
れるでしょう。問題を解決するとし
てひたすら原因を追及し、悪者探し
のようなことをしても救いにはなり
ません。たとえ、子ども（親）や学
校が悪いと断定したところで解決に
はならないのであり、関係不調を来
している子どもと環境としての学校
との適合状態をいかに作り出すかが
重要だと思われます。そういった意
味で、ソーシャルワークの視点は、
増加する一方の子どもたちの「問題」
を軽減するために新たな切り口をも
たらしてくれるでしょう。学校現場
において、今後いっそうの活用が望
まれるところです。
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